
令和３年度

苫小牧市特別職議員報酬等審議会会議録

日時：令和４年１月２７日（木）午後１時００分  

場所：苫小牧市役所９階第２委員会室      
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苫小牧市特別職議員報酬等審議会議事録 

 日時：令和４年１月２７日（木）１３：００～１３：４０ 

 場所：苫小牧市役所９階第２委員会室 

○開会 

 定刻となり開会する。厚生主幹が進行役となり、審議会次第のとおり進行する。 

１ 委嘱状交付 

 委員改選後、最初の審議会となるため、岩倉市長より委嘱状が交付された。 

２ 市長挨拶 

 開会にあたり、岩倉市長から挨拶を行った。 

３ 委員・事務局紹介 

 各委員、事務局から自己紹介を行った。 

４ 会長・会長代理選出 

 会長には、北條康夫委員、会長代理には、谷岡裕司委員が選出された。 

５ 諮問書交付 

 岩倉市長から北條会長に対し、諮問書が交付された。 

６ 審議 

 諮問事項である選挙長等の報酬額について審議し、事務局から示された改正案が 

概ね妥当であるとされた。 

北條会長と事務局にて内容を整理し、市長へ答申書を提出することとした。 

７ 報告、意見交換 

 事務局から特別職議員報酬及び政務活動費について、報告を行った。 

 各委員からは、報告内容について概ね妥当であるとされた。 

北條会長と事務局にて内容を整理し、市長へ意見書を提出することとした。 
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 【主な発言等】 
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事務局 
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委員 

会長 

それでは、審議会次第に従い、審議を進める。 

 諮問事項があるので、選挙長等の報酬額の改正について、事務局から

説明をお願いする。 

 配布した資料に基づき、事務局から説明がなされた。 

 ただいま事務局から説明があったが、意見等があれば発言をお願いす

る。 

 全道の基準を鑑み、それが活かされた金額となっており良いと思う。 

他市の状況と並びを合わせた形となっていて、改正に賛成である。 

 金額については賛成である。ただ、もともと（金額が高い）選挙長の

報酬額がどのように決められたのか気になる。 

 この件は私も気になっていたので、事務局から説明をお願いする。 

 昭和４６年の条例改正の際に、理由については調べきれなかったが、

特別職の中で選挙長だけ引き上げ率が高めに設定された経緯がある。 

その後数回行われた改正においては、他の特別職と同じ引き上げ率で

上昇してきたため、選挙長だけ結果的に高くなっている状況である。 

 最近は期日前投票の環境が変わっており、実態にあった見直しが必要

だと思っていたので、今回の改正は賛成である。 

 他市との比較を見ても妥当である。 

各委員の意見をまとめると、事務局から示された改正案が妥当である

との見解が大勢を占めているため、その旨を私と事務局で整理し、市長

へ答申書を提出したいと思うが、いかがか。 
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委員 
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会長 
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委員 

会長 
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異議なし。 

 引き続き、特別職の報酬等の現状及び政務活動費の内容を事務局から

説明をお願いする。 

 配布した資料に基づき、事務局から説明がなされた。 

 ただいま事務局から説明があったが、質問・意見等があれば発言をお

願いする。 

市長・副市長の収入については、苫小牧市の人口規模からしても良い

と思う。また、議員の政務活動費においても、コロナ禍で活動が制限さ

れているため返還されているということもあるので、適正額だと思う。 

政務活動費について、今回の報告内容は令和２年度で、コロナ禍での

状況であると思うが、（コロナ禍以前の）令和元年度の使途で、何が一番

多かったのか教えていただきたい。 

 手元に具体的な数字は持っていないが、調査研究費が一番多く使われ

ていた。 

 調査研究費とは、調査項目の先進市への視察が主な目的であり、その

旅費、宿泊費に使われている。令和２年度については、コロナ渦という

こともあり調査研究費自体は全体で７，７００円の出費になっている。 

 苫小牧市においては、行政改革で人員削減が進み、限られた原資を活

用しながら新しい付加価値を見出す、創生の時代がスタートしていると

感じる。苫小牧市は他から見れば、まだ人口は維持できていると思うの

で、今後はプラス思考で考えていけば良いと思う。 

 それでは、各委員の意見は概ね妥当ということでまとめ、私と事務局

で整理した上で、答申書と併せて意見書を市長へ提出したいと思うが、

いかがか。 

異議なし。 
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会長 以上をもって審議会を閉会する。 

本日は貴重な御意見を頂戴し、また円滑な会議の進行に御理解・御協

力を賜り、深く感謝する。大変お疲れ様でした。 


